
　

前
回
紹
介
し
た
白
子
神
社
（
白
子

沢
）
か
ら
東
方
１
０
０
ｍ
ほ
ど
離
れ

た
と
こ
ろ
に
清
安
寺
と
い
う
お
寺
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
現
在
白
子
沢
の

公
民
館
に
も
な
っ
て
お
り
、
地
域
の

か
た
が
た
が
日
常
管
理
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
お
堂
の
一
角
に
、
町
指
定
文

化
財
で
あ
る
木
造
の
不
動
明
王
像
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
日
如
来
の

化
身
で
あ
り
、
煩
悩
（
ぼ
ん
の
う
）

を
抱
え
た
人
た
ち
を
力
ず
く
で
仏
の

道
に
み
ち
び
き
、
救
済
す
る
と
さ
れ

て
い
る
不
動
明
王
。
一
般
的
に
そ
の

尊
像
は
恐
ろ
し
く
、
険
し
い
形
相
を

し
て
い
ま
す
。
清
安
寺
の
不
動
明
王

像
も
高
さ
３
ｍ
ほ
ど
の
大
き
な
火
焔

（
か
え
ん
）
の
光
背
（
こ
う
は
い
）

を
ま
と
い
、
怒
り
で
結
ん
だ
唇
の
間

か
ら
牙
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
不
動
明
王
像
は
元
々
、
滝
集

落
に
あ
っ
た
不
動
堂
（
お
不
動
様
）

で
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
集
落

が
昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
、
集
団

移
転
し
閉
村
と
な
る
の
に
あ
た
り
、

住
民
た
ち
が
清
安
寺
の
住
職
ら
と
相

談
し
、
本
像
を
寄
託
す
る
こ
と
と
し

た
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
年
の
11
月
、

住
民
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
滝
か
ら
白

子
沢
へ
運
ば
れ
た
の
で
し
た
。

　

『
小
国
の
信
仰
』（
小
国
町
誌
編

集
委
員
会
編
、
１
９
９
４
年
）
に

よ
る
と
、
か
つ
て
こ
の
不
動
明
王

像
を
祀
っ
て
い
た
不
動
堂
は
閉
村

時
に
沼
沢
の
山
の
神
神
社
へ
と
寄

進
さ
れ
、
滝
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
石
段
や
灯
籠
、
礎
石
な

ど
は
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
お
堂
が

あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

雄
大
な
飯
豊
山
地
の
谷
あ
い
に
ひ

ら
か
れ
て
い
た
滝
集
落
。
そ
の
奥
深

い
山
々
で
修
行
を
積
む
修
験
道
が
盛

ん
で
あ
っ
た
中
世
に
は
、
滝
に
不
動

院
と
い
う
寺
院
が
あ
り
、
修
験
者
た

ち
の
先
達
（
峰
入
の
案
内
者
）
を

務
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
『
小
国
の

文
化
財
』（
小
国
町
誌
編
集
委
員
会

編
、
１
９
９
９
年
）
に
よ
る
と
、
そ

の
開
創
は
平
安
時
代
後
期
の
永
保
元

（
１
０
８
１
）
年
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
不
動
堂
は
そ
の
附
属
堂
で
あ
り
、

修
験
道
に
お
い
て
信
仰
さ
れ
る
本
尊

の
一
つ
、
不
動
明
王
を
そ
こ
に
祀
っ

た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
不
動
院
は
中
世

末
か
ら
近
世
初
頭
の
頃
、
飯
豊
山
神

社
の
別
当
（
神
社
の
管
理
経
営
を
お

こ
な
う
寺
の
こ
と
）
を
め
ぐ
っ
て
会

津
蓮
華
寺
（
福
島
県
会
津
若
松
市
に

あ
っ
た
寺
で
、現
在
廃
寺
）
と
争
い
、

焼
き
討
ち
に
遭
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
以
降
、
不
動
院
は
復
興
さ

れ
ず
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
が
、
不
動

堂
だ
け
は
宝
暦
２
（
１
７
５
２
）
年

に
再
興
さ
れ
、
地
域
で
大
切
に
守
り

継
が
れ
て
き
た
の
で
す
。
滝
集
落
の

▲滝の不動堂跡

歴
史
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
ま
と
め
た

『
あ
る
山
里
の
歴
史　

滝
部
落
集
団

離
村
の
記
』（
１
９
９
１
年
）
の
な

か
で
、
著
者
で
あ
り
滝
出
身
者
で
あ

る
福
盛
吉
之
助
氏
は
、
こ
の
不
動
堂

に
つ
い
て
「
実
に
こ
こ
が
村
の
信
仰

の
中
心
で
あ
り
村
民
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
で
あ
っ
た
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
杉
に
囲
ま
れ
ひ
っ
そ
り
と

残
る
不
動
堂
跡
。
そ
れ
は
、
滝
集
落

に
息
づ
い
て
い
た
人
び
と
の
信
仰
の

一
端
を
今
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
は

る
か
昔
に
隆
盛
を
み
た
飯
豊
山
修
験

の
か
す
か
な
足
跡
を
物
語
る
、
本
町

で
は
数
少
な
い
文
化
遺
産
で
も
あ
る

の
で
す
。

　　
　
　

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室
）

▲清安寺の不動明王像

未
来
に
伝
え
た
い

白
い
森
お
ぐ
に
の

そ
の

滝
の
不
動
堂
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除 雪 機 の あ る 幸 せ

合資会社 山佐  佐藤農機店
コスモ石油 小国給油所 東北運輸局認証工場

〒999-1511 山形県西置賜郡小国町大字玉川361－3
TEL.0238-64-2320  FAX.0238-64-2322
クボタ農業機械 除雪機 汎用パワーツール販売・整備

広
告

県社会教育連絡協議会表彰・置賜社会教育振興会表彰県社会教育連絡協議会表彰・置賜社会教育振興会表彰

町内から町内から２人が受賞２人が受賞

　永年の社会教育や生涯学習の振興に尽力したか
たに贈られる県社会教育連絡協議会表彰を小国町
公民館運営審議会委員を７年間務められた塚原明
広さん（舟渡）が受賞されました。また、平成27
年から社会教育委員を務められている遠藤佐知子
さん（栄町）は置賜社会教育振興会表彰を受賞さ
れました。

税についての作文税についての作文

小国中学校から２人が受賞小国中学校から２人が受賞

　国税庁と全国納税貯蓄組合連合会が主催する「税
についての作文」で小国中学校の大久保里恋さん
（１年）が山形県納税推進協議会長賞、佐藤天さん
（１年）が小国町長賞を受賞しました。
　大久保さんは８月３日の豪雨災害の復旧に税金
が使われていることを題材に選び、復興への願い
を作文に込めています。

自動車関係功労者国土大臣表彰自動車関係功労者国土大臣表彰

小国自動車整備工場阿部秀勝氏が受賞小国自動車整備工場阿部秀勝氏が受賞

　多年に渡る自動車整備事業の振興と発展に尽力
したとして、小国自動車整備工場株式会社の阿部
秀勝代表取締役社長が自動車関係功労者国土大臣
表彰を受賞されました。

消防辞令交付式・秋季火災予防パレード消防辞令交付式・秋季火災予防パレード

冬に向け火の取扱いの注意喚起冬に向け火の取扱いの注意喚起

　消防団へ新たに入団されたかたの辞令交付
式が11月６日に小国分署で行われ、その後、
火災予防啓発のため消防関係車両12台が町内
をパレードしました。
　冬季は暖房器具なども使用しますので火災
予防に努めましょう。
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